
（別紙３）

～ R8年　2月　28日

（対象者数） 23 （回答者数） 17

～ R8年　2月　28日

（対象者数） 10 （回答者数） 10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

絆づくりの基礎など現場でのOJTなどを定期的に行ってい

く。

2

スタッフの知識や対応スキルを上げ、保護者へのアドバイス

ができるよう、ボランティアの方にスタッフが研修などを行

いアウトプットをしていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

アンケートなどで調査し、参加率を上げていく工夫を行う。

2

3

○事業所名 総合発達支援デイサービス　きぼう古河

○保護者評価実施期間
R8年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

R8年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年　3月　13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

親子体験会や、保護者研修などに参加される人数がそれほど

多くない。

保護者のニーズに合う参加企画を実施できていない。

児童が安心安全に活動する場所として任用されている。 頭ごなしに否定せず、気持ちを受け止める声掛けを行ってい

る。

保護者の悩みに関し、LINEや面談を通して受け止めている。 定期面談などで日ごろの苦労などを話していただき、事業所

とご家庭が一緒に改善へつなげていけるよう進めている。

事業所における自己評価総括表公表


